
 組織目標 

    ・自らの可能性を発揮し、自立する子の育成をめざす －粘り強く たくましく あたたかく－ 

    ・ひとりひとりを大切にする：内面的理解に基づく心の通い合った指導、自尊感情の高揚 仲間づくり 

    ・確かな学力の向上：授業の質的向上 基礎学力の向上 

    ・自主自立の精神の育成：自己指導力の育成 道徳教育・特別活動の充実 

 

 

 

立北だより 尼崎市立立花北小学校  ３月特集号 

            校長  武市 俊彦   （学校評価） 

http://cen-web/school/E26/index.html 

１ 教育・学習内容を充実させ、確かな学力の育成と健やかな 

体づくりに取り組む 

取組とその成果 

●学力向上 質的向上 基礎学力の向上 

 ・帯学習 ﾚｯﾂｽﾀﾃﾞｨの充実 

 ・新学習ｼｽﾃﾑ 育ち支援補助の活用 

 ・テスト結果の分析を活かした取組 

 ・家庭学習の手引き：自主学習の活性化 

●立花北小の児童・教職員の頑張りの発信 

 ・教職員へ 

 ・児童へ 

 ・保護者・地域へ 

 

□朝の帯学習で漢字学習に取り組み、集中して学習でき力が定着した。 

  (低学年の漢字に伸びが見られる) 

□教員の授業改善：色々な工夫が授業で見られた。 

 

 

 

 

２ 心の教育を充実させ、自己実現の意識の高揚を図る 

取組とその成果 

●道徳全体計画の見直しと年間指導計画の作成 

●特別な教科「道徳」の研修：授業改善と評価について 

●「にこにこ交流会」((特別活動)、「鉄棒認定」「大縄ランキング」等(教科外

体育）の活動を通して、 

思いやりを持って接したり、仲良く活動する等 望ましい人間関係づくり

に取り組む。 

●児童の内面的理解、傾聴・共感的理解等  

カウンセリングマインドを大切にした関わりに努める。 

□SSWや SC との連携により不登校等の児童や保護者への 

支援ができた 

□教育活動が思いやりの心の育成につながった。 

□道徳ローテーション授業により計画的に道徳を通して 

心に揺さぶりをかけることができた。 

□特性に応じた指導や支援ができた。 

。 

 

 

 

４ 安全な教育環境を確保し、防災意識の高揚を図る 

取組とその成果 

●登下校の通学路での安全確保及び学校内での事故防止 

●実効力のある避難訓練、不審者対応訓練の実施：危機意識の向上 

●アレルギー事案の未然防止と救急対応研修 

 

□ＰＴＡ・教職員による登校指導、危険箇所への立ち番 

□救急対応の見直し(フローチャート） 

□適切・丁寧なアレルギー対応(事故防止の手立て）：保護者との連携等 

□防災教育：参観授業 

□地域協働本部の協力による１．１７での地域との連携 

□カラーロードの整備工事の実施 

□熱中症、インフルエンザ等感染症への迅速な対応 

 

 

 

 

３ 家庭・地域・学校の連携を深め、活力に満ちた学校園づくりに

取り組む 

取組とその成果 

●授業力・学級経営力の向上 

 ・全教職員の公開授業実施 

 ・授業改善アドバイザーの活用 

 ・主幹教諭による「若手研修」の実施 

 ・管理職による積極的な授業観察と助言 

 

●協働・参画意識の醸成：学力向上委員会を中心とした授業改善等の取組 

●講師招聘による研修会：若手研修会 自主研修 

 

□授業改善への意識が高まりつつある。 

□地域協働本部と学校の連携の強化：家庭科・生活科への地域の支援 

□あまっこステップアップでの伸び 

□帯学習・レッツスタディ(放課後学習)での学びの定着 

 

 

 

教育目標 

取組とその成果 

●－粘り強く たくましく あたたかく－の児童への定着 

●キャリア教育の充実 

●実施案への「つけたい力」の記載 

●ビジョンの共通理解：教職員面談の実施 

□校長講話での教職員・児童への啓発 

□キャリアノートの活用 

□実施案(教育活動)の振り返り 

□学年目標の掲示 

研究テーマ 

取組 

●特色ある学校づくりの推進 

 ・体育科研究の継続（４１年目） 

 【第 17回阪神地区小学校体育研究大会】 

   『ドキドキ・ワクワクする体育をめざして』 

●できるか、できないかの面白さを味わう授業づくりの理解 

●マット遊び・マット運動を中心とした授業改善 

学校関係者評価 

・授業改善やレッツスタディ(放課後学習)の取組が学力アップに

つながっている。今後もより一層の発展を期待する。 

・帯学習によく取り組まれ、学力向上されていると思います。 

・学力向上の取組に工夫が見られる。 

・にこにこ交流会など、友だち同士が仲良くすること、目標に向

かって頑張る心を大切にした活動を行っている。 

・授業も充実されていて、子どもたちが落ち着いて授業を受けて

いると思います。今後も続けられることを期待します。 

・道徳の大切にしていることは、すばらしい。教育活動全体を通

して心の教育の充実に努めてほしい。 

・家庭・地域・学校の連携がよくできていると思う。学校教育の

充実のみならず安全な暮らしのためにもこれからも連携強化に

努めてほしい。 

・地域協働本部との連携が強化されていっていると思う。 

・ミマモルメの低学年加入１００％など、保護者との連絡もよく

できている。 

・施設面の改善が進み、安心している。様々な災害が危惧される

今日、防災教育、防災訓練はますます重要である。    等  

                （学校関係者評価 評価Ⅳ） 

 （Ａ：優れている　Ｂ：適切である　Ｃ：おおむね適切である　Ｄ：要改善） 評価

　アンケート等、自己評価の根拠となる資料は適切か A
　自己評価の結果の内容は適切か A
　自己評価の結果を踏まえた今後の改善策は適切か B


